
与那国島パヤオ周辺のDSL（深海散乱層）の分布特性

（パヤオ周辺でのマグロ類の餌料環境調査）

近藤 忍

１．目的

（ ：深海散乱層）は主にDSL Deep Scattering Layer

外洋域の中深層から表層で魚群探知機に顕れる層状

の映像である。これは１～ 程度の魚類，頭足10cm

類，甲殻類等マイクロネクトンの群集が魚探に反応

したもので，且つマグロ類の重要な餌であるとされ

ている（ ほか， )。現在，パヤオ周辺でBertrand 1999

のマグロ類の餌料環境調査の中で，パヤオ周辺のマ

グロ類の行動と胃内容物の調査を行っているが，こ

れらの結果を考察する上で，パヤオ周辺のマイクロ

ネクトンに関する基礎的知見が必要である。与那国

島海域のパヤオ周辺で， 年５月と 月の２回，2006 10

の観測を行いその分布特性についていくつか知DSL

見を得たので報告する。

２．材料及び方法

１）魚群探知機を用いた 観測DSL

与那国島海域に設置された大型鋼製浮魚礁（ニラ

イ９号）周辺で 年５月 日から 日と 月 日2006 30 31 10 24

から 日の２回，魚群探知機を使用して 観測を26 DSL

行った。魚群探知機は県漁業調査船図南丸搭載の古

野電気（株）社製カラー魚群探知機，型式 －FCV

を使用した。画面左右を ， の２画面に分割140 A B

し， 画面は周波数 で水深 まで， 画面A 28kHz 800m B

は周波数 で水深 まで，感度はいずれも３68kHz 150m

～４に設定し，映像をビデオに録画した。観測期間

中の調査船は日中はマグロ類の試験操業のためパヤ

オの周辺半径１マイル内を常時周回した。夜間は操

業を終了し，漂流泊したためパヤオから５マイルま

で離れることがあった。

３．結果

図１は 年５月 日 から 日 までの2006 30 12:00 31 23:00

観測データで，魚探映像に出現した の上下端のDSL

水深を 分毎に記録して時系列で図示した。観測期30

間中の は 月 日の に観られなかった他はDSL 5 31 11:30

連続的に観測された。また魚探映像の雑音のため

の有無を確認できない事があった（５月 日のDSL 31

と 。日中 内外の中深層に分布して13:30 14:00 480m）

いた は夕方 から の間に上昇し，夜間DSL 17:00 20:00

は概ね水深 以浅に分布した。早朝は から150m 6:00

の間に下降し， に日中の分布水深に達した8:00 9:00

が，下降する際に２層に分離することがあった。ま

た日中は水深 内外に別の が断続的に観ら600m DSL

れた。図２に 年 月 日 から 日 ま2006 10 24 13:00 26 10:00

での観測データを示した。観測期間中の は一部DSL

10魚探映像の雑音のため有無を確認できなかった（

月 日の ， 月 日の と ）他は連続的25 4:30 10 26 5:00 5:30

470m DSLに観測された。日中 内外に分布していた

は夕方 から の間に上昇し，夜間は概ね17:00 19:30

以浅に分布した。夜間は上層に鉛直移動した120m

がある一方で，水深 ～ に が断続的DSL 400 500m DSL

に観測された。早朝は６ から８ の間に下降:30 :30

し， に日中の分布水深に達したが，下降する際9:00

に２層に分離する事があった。また日中は水深

内外に別の が断続的に観られた。600m DSL

４．考察

は観測期間中ほぼ連続的に観測された。調査DSL

船は日中パヤオの周囲半径１マイル内を常時周回し

た。また夜間はパヤオの周辺を漂流し 最大で５マ,

イル離れた。このことから少なくとも はパヤオDSL

の周辺５マイルの範囲で水平分布していたと考えら

れた。

観測期間中の は日中は中深層に分布し，夜間DSL

は概ね水深 ～ 以浅に分布したことから，日120 150m
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